
厨
究
の
柔

日

本
古
建
築
研
究
の
栞

（
第
十
四
回
）

第
二
＋
四
疏
　
　
瓦

（
上
）

　
例
の
『
三
才
圖
會
』
に
は

．
磯
翻
、
魏
蟹
雲
緊
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
へ
　
し
　
ヘ
　
　
へ

こ
あ
る
が
、
『
言
海
』
に
は
つ
つ
み
か
は
ら
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ

　
疏
琵
〔
棟
ヨ
リ
軒
二
至
ル
堤
ノ
加
…
ク
ナ
レ
バ
イ
フ
〕
、
牡

　
カ
ハ
ラ

　
】
九
、
儒
学
屍
二
選
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
あ
　
　
へ
　
　
も
　
ヘ
　
　
へ

こ
い
ふ
説
明
を
つ
け
、
ご
も
ゑ
か
は
ら
の
條
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ッ
ヅ
ミ

巴
琵
、
牡
琵
ノ
端
二
手
ア
ソ
ク
鼓
ノ
筆
勢
、
似
プ
、
巴
ノ

　
紋
ナ
ド
ァ
ル
モ
ノ
、
籔
ノ
端
二
用
ヰ
ル
、
屍
當
、
弾
頭

淵
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
第
十
谷
　
　
研
究
の
栞
　
　
H
本
賓
建
築
研
究
の
栞

工
學
博
士
　
天

沼

俊

一

ご
あ
る
し
、
『
工
業
字
解
』
に
は
、

　
ツ
ヅ
ミ
ヵ
ハ
ラ

疏
冤
嬬
狸
瀦
和
名
抄
マ
ー
ハ
マ
み
か
は

　
ら
ト
訓
ス
古
言
ナ
ヲ
今
俗
二
軒
巴
屍
ト
イ
フ
丸
琵
ノ
一

　
端
二
奉
圓
盤
ヲ
造
ソ
付
テ
其
面
二
ご
ッ
巴
ノ
飾
ジ
ヲ
盛

　
ソ
上
グ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ソ
…
…

も
一
つ
『
田
本
建
築
字
彙
』
に
は
、

　
「
疏
斑
」
ト
モ
辮
…
ス
、
丸
一
琵
ノ
↓
甲
晶
脳
モ
軒
近
ク
ニ
ァ
ル

　
モ
ノ
｝
＝
ブ
其
鏡
二
巴
文
ア
ル
故
カ
ク
繕
ス
ム
」
ハ
巴
文
ナ

　
キ
モ
ノ
ヲ
モ
巴
琵
ト
欝
ス
ル
コ
ト
恰
モ
鬼
面
　
ナ
キ
モ
ノ

　
ヲ
モ
・
鬼
琵
ト
イ
フ
ガ
．
如
シ
重
心
無
地
巴
琵
ナ
ル
語
ア
ル

　
ニ
ズ
王
レ
君
ノ
。
．
：
：

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
五
七
　
（
肩
馬
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
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第
十
巻
　
　
研
究
の
栞
日
本
古
建
築
研
兜
の
栞

第
二
號

五
入
　
（
二
王
○
）



未
だ
こ
れ
等
の
他
、
い
ろ
い
ろ
の
本
に
い
ろ
い
ろ
の
定
義

が
下
し
て
あ
る
こ
ご
、
思
ふ
が
、
も
う
此
の
位
で
澤
山
で

あ
ら
う
。
右
の
内
言
言
点
け
が
圓
琵
を
疏
琵
に
あ
て
、
み

る
丈
け
で
、
他
は
皆
所
謂
『
巴
琵
』
の
事
を
指
し
て
み
る

の
で
あ
る
。

　
私
は
鬼
琵
の
場
合
に
、
鬼
面
が
つ
や
て
る
嫁
い
で
も
他

に
適
言
な
蜂
雀
が
な
い
か
ら
こ
の
理
由
で
、
矢
張
鬼
無
ご

呼
ん
で
お
い
た
、
併
し
冷
の
場
合
は
巴
琵
と
呼
ば
な
い
で

も
子
心
ビ
い
ふ
名
が
あ
る
、
而
も
巴
紋
を
つ
け
出
し
た
の

は
、
遺
物
か
ら
い
ふ
ご
不
安
時
代
以
降
の
事
で
あ
り
、
其

以
前
は
蓮
花
絞
で
あ
っ
た
。
後
に
も
う
少
し
詳
し
く
記
す

が
、
巴
絞
の
他
に
籍
花
紋
・
菊
花
紋
（
艦
縫
潔
糊

議
餐
考
Y
漢
宇
梵
字
等
、
種
々
な
文
襟
を
つ
け
出
す

標
に
な
っ
た
が
、
瀧
花
紋
は
ご
う
も
、
宗
駿
建
築
の
臭
ひ

が
す
る
け
れ
ざ
も
、
銀
翼
だ
こ
聯
魁
で
も
寺
院
で
も
宮
室

で
も
邸
宅
で
も
、
所
有
種
類
の
建
築
に
む
く
の
で
、
忽
ち

駕
常
青
緑
界
を
風
靡
し
論
り
全
盛
を
極
め
、
且
つ
日
本
人

　
　
　
第
十
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
木
賓
建
築
研
究
の
栞

　
の
趣
味
に
合
し
、
其
上
建
築
の
中
心
が
非
宗
敷
建
築
に
移

　
っ
て
か
ら
で
も
、
少
し
も
差
支
な
く
用
ひ
ら
れ
る
．
こ
い
ふ

　
機
な
種
々
な
原
因
か
ら
、
お
そ
ろ
し
く
命
脈
が
永
い
、
そ

・
ん
な
邊
か
ら
便
宜
旧
説
ご
呼
び
出
し
た
の
で
あ
ら
う
。
私

　
は
今
迄
い
つ
も
疏
琵
の
文
字
を
用
ひ
て
來
た
、
だ
か
ら
此

慮
で
も
同
じ
く
此
の
字
を
用
ひ
た
の
で
あ
る
。
　
　
・

　
　
疏
琵
の
み
で
は
な
く
、
後
に
述
べ
る
『
花
野
』
で
も
、

　
今
日
迄
に
甘
煮
報
告
さ
れ
て
る
る
の
驚
け
で
も
、
文
標
の

　
種
類
は
無
数
・
無
慮
数
千
・
千
差
萬
別
・
千
墾
萬
化
等
、

　
何
で
も
無
疇
に
多
い
こ
い
ふ
様
な
形
容
詞
を
も
つ
て
來
な

　
け
れ
ば
問
に
合
は
ぬ
程
多
い
の
で
あ
る
、
だ
か
ら
夫
れ
等

　
に
つ
い
て
響
け
で
も
一
々
説
明
を
す
る
段
に
な
る
ご
、
全

　
く
以
て
容
易
の
こ
ご
で
は
な
い
、
呵
れ
ざ
こ
ろ
で
は
な
く
、

　
此
れ
等
の
う
ち
で
代
表
的
の
も
の
丈
け
ご
つ
て
も
中
々
大

　
墾
で
、
到
底
研
」
」
究
の
梁
の
一
部
に
は
書
き
切
れ
ぬ
、
こ
れ

　
丈
け
で
可
な
り
大
き
な
一
冊
の
本
が
出
　
來
る
、
だ
か
ら
今
定

　
こ
、
で
は
、
古
平
疏
産
琵
當
の
文
様
と
し
て
最
も
多
く
用

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
五
九
　
（
ご
五
輔
）



　
　
　
第
十
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
羅
本
古
建
築
研
究
の
栞

ひ
ら
れ
た
蓮
花
絞
ご
、
今
で
も
用
ひ
ら
れ
つ
、
あ
る
巴
紋

ご
に
つ
き
、
手
元
に
あ
る
若
干
の
例
を
熱
湯
こ
し
て
掲
げ

其
狂
熱
を
一
蓮
り
説
証
す
る
專
に
し
た
、
こ
れ
が
充
分
呑

み
込
め
れ
ば
、
あ
ご
は
其
癒
用
で
大
概
の
こ
ご
は
分
る
、

此
れ
も
亦
亀
鑑
木
鼻
懸
魚
飾
金
呉
等
ε
同
じ
機
に
最
も
叢

り
易
き
も
の
、
一
つ
で
あ
る
。
兎
に
角
財
物
に
就
い
て
研

究
す
る
こ
ご
が
最
も
肝
要
で
あ
る
。

　
交
様
等
こ
い
ふ
も
の
は
突
然
に
出
回
る
も
の
で
は
な

く
、
追
々
ご
登
達
し
徐
々
に
饗
化
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
、

琵
の
夫
れ
も
亦
然
り
で
あ
る
。
各
種
の
髄
様
繰
形
の
如
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
k

　
　
　
　
　
　
　
　
第
…
二
號
　
　
　
　
山
ハ
O
　
（
二
五
二
）

は
、
多
い
こ
い
っ
て
も
大
概
数
が
知
れ
て
み
る
が
、
瓦
の

は
何
こ
い
っ
て
も
種
類
が
多
い
、
だ
か
ら
琵
一
つ
…
つ
皆

文
標
は
墾
っ
て
み
て
も
、
静
か
に
蔓
を
手
繰
っ
て
い
く
ご

其
原
は
ち
き
に
勃
、
る
、
さ
う
す
る
ご
自
然
時
代
も
鋼
っ
て

障
る
、
宙
然
面
白
く
な
う
瑞
々
研
究
す
る
様
に
な
る
の
で

あ
慰

　
先
づ
左
に
三
三
に
現
は
れ
た
る
丈
比
と
時
代
の
閣
係
ビ

を
記
し
て
み
や
う
、
勿
論
大
膿
で
あ
る
か
ら
除
外
例
は
あ

る
憲
っ
て
戴
き
黒
い
（
第
七
十
入
圏
）
。

一
文
標
の
種
類

こ
蓮
花
絞
（
軍
嶺
辮
）

三
重
圓
紋

三
獣
面

隠
葉
叢

五

識
像

飛1時
鳥1
．以｝

降i代

飛
鳥
以
降

奈
　
　
良

奈
良
以
降

李
　
　
安

　
　
　
備
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考

江
戸
泡
績
い
て
は
み
ろ
が
、
奈
良
が
鞄
頂
で
め
定
ほ
下
り
坂
、
鎌
倉
以
後
ば
燈

く
駄
目
に
な
ろ
。
飛
鳥
に
に
蕪
｝
圓
に
忍
冬
た
つ
け
索
の
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
・

圭
亡
し
て
飛
鳥
・
奈
良
畔
代
、
第
安
迄
な
限
り
以
降
跡
な
絶
つ
た
様
で
あ
る
。

再
び
江
戸
蒔
代
（
中
期
以
後
）
に
出
現
す
る
が
、
其
問
ほ
判
ら
ぬ
。

其
鰍
極
め
て
稀
れ
で
あ
る
。

純
な
の
艮
室
町
迄
の
様
で
、
奨
以
後
に
櫓
落
麺
形
し
て
了
つ
力
綴
で
あ
る
、
、

今
H
迄
に
知
ら
れ
六
る
六
七
種
に
何
れ
も
亭
安
晒
代
の
も
の
、
み
ミ
認
め
ら
る
、

獣
面
の
次
に
珍
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。



山A七難九一
〇

剛
↓

＝
一

こ
ご一

四
一
五

の

一
六

強
悪

巴
瓦
（
二
つ
巴
・
三
つ
巴
）

寳
塔

五
輪
塔

梵
字

復
合
絞

菊
花
絞

漢
宇

桐
橘
、

し
ト
コ
し

　
鳩
蝦

安

蘇
安
以
降

李
繋
舟
降

李
安
以
降

李
安
以
降

不
安
以
降

鎌
倉
以
降

鎌
倉
以
降

桃
山
以
降

桃
山
以
降

桃
山
・
江
戸

鱗
翅
臼
の
昆
畿
…
蛾
か
一
葎
放
射
形
に
野
営
に
つ
け
、
中
心
に
、
七
子
な
含
め

ろ
子
房
を
以
て
飾
つ
公
も
の
。
東
寺
田
土
の
唯
｝
例
あ
る
の
み
。

一
つ
眠
に
室
町
暗
代
二
實
吻
あ
ろ
の
み
、
二
つ
巴
に
畢
安
、

に
あ
る
O
鎌
倉
に
に
間
々
巴
紋
な
陰
刻
し
れ
の
が
あ
ろ
O

三
つ
巴
ほ
各
嘘
代

室
町
以
降
に
ご
う
か
朔
ら
ぬ
。
主
定
し
て
畢
安
・
鎌
倉
の
雨
曝
代
聞
け
ら
し
い
。

同
　
上

【
ア
ク
」
字
怨
大
き
く
天
雷
に
礁
し
六
も
の
、
鋤
れ
に
相
當
す
る
花
瓦
に
ば
五

大
の
唖
子
な
現
ほ
し
て
あ
る
。
鎌
倉
以
後
ほ
彌
陀
の
種
子
等
。

多
く
蓮
花
紋
で
、
芋
房
内
蓮
實
の
代
り
に
巴
紋
な
入
れ
た
る
も
の
。
鎌
愈
以
後

に
蓮
費
の
代
り
に
梵
字
又
に
漢
寧
為
か
い
衷
の
が
あ
ろ
。

多
く
に
陰
又
は
陽
刻
の
萄
花
丈
け
で
、
興
外
隷
だ
の
間
に
球
紋
の
あ
ろ
例
に
稀

れ
で
あ
る
。

浮
名
又
ぽ
建
逡
物
名
－
法
隆
寺
・
大
妥
寺
塔
・
東
大
寺
三
面
僧
坊
云
云
等
一

遇
に
寺
名
の
頭
掌
一
字
一
法
繁
滅
罪
尊
の
「
法
」
今
戸
。

主
定
し
て
桃
出
噂
代
、
江
戸
に
も
あ
ら
う
O

購
騰
禦
轟
鹸
齢
銃
難
癒
醗
鷲
筋
い
吻
騰
疇
鷺
に
も

何
れ
も
飛
翔
ぜ
ろ
歌
態
た
窮
し
れ
も
の
で
生
合
に
爲
生
的
で
あ
る
。
標
本
の
様
・

に
し
て
つ
け
六
の
ば
一
つ
も
な
い
。

一
七
「
紋
章

一
桃
山
以
墜
桃
臣
蟹
つ
藻
で
あ
・
。
江
頬
西
盛
鏡
ひ
象
。

天
天
面

亨

L
…
…
　
　
　
　
一
望
　
　
ト
と
ぬ

　　
s
難
讐
鶴
蕪
雌
階
叢
謳
曝
寺
天
の
如
、
も
の
な
㎝

㎜㎜

一
九

其
他

第
十
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
冊
本
古
魏
築
研
究
の
栞

第
一
號

山回

黶@

i
二
五
一
二
）

転



　
　
　
第
十
巻
　
　
研
究
の
票

　
大
禮
こ
ん
な
も
の
だ
ら
う

ビ
思
ふ
が
ま
だ
あ
る
か
も
知

れ
澱
、
い
つ
れ
追
々
訂
正
増

補
を
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

此
表
は
大
膝
の
説
明
を
す
る

爲
め
に
備
考
欄
を
設
け
て
書

き
つ
け
た
が
、
多
少
見
に
く

、
も
あ
る
。
だ
か
ら
次
に
一

目
瞭
然
の
表
に
し
て
み
る
。

表
中
締
線
は
確
酷
な
る
出
現

期
間
を
、
破
線
は
想
像
出
現

期
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
此
の
内
、
桐
花
や
橘
實
は

幽
境
の
中
へ
入
れ
て
い
、
か

も
知
れ
澱
、
桃
山
以
降
出
現

し
た
鳳
蝶
亦
寂
り
で
あ
ら
う

が
、
こ
、
で
は
2
4
に
し
て
お

露
本
古
建
築
研
究
の
栞

第
二
藩

士 橘
寅 楚

上
上
字

花
馨 梵

字
五
寸

寳
塔
． 巴 轟

イ
弗
像

二
丁 驚 童

圃

藝
イ
し

鋸
八

…
1

飛
鳥

：

奈
良

旨
葦 書 ； 墜

：
3

平
芝

1 鎌
倉

1

匪 置 書
室
町

翠 難
山

… 蝋 1
江
戸

暴

現
へ

　
　
六
二
　
（
ご
五
四
）

　
い
た
。

　
表
で
み
る
ご
、
例
へ
ば
昆

鐙
、
に
出
現
期
が
あ
る
如
く
、

ざ
の
文
様
は
ご
の
時
代
か
ら

ざ
の
時
代
迄
、
或
は
も
う
少

し
詳
し
く
い
ふ
な
ら
ば
、
．
ε

の
時
代
の
い
つ
頃
か
ら
，
ご

の
時
代
の
い
つ
頃
迄
こ
い
ふ

風
に
、
南
脇
の
愛
化
や
其
他

時
代
の
遜
遷
等
、
種
々
の
原

因
か
ら
自
然
流
行
の
期
聞
が

限
ら
れ
て
み
る
事
・
が
鋼
る
。

飛
鳥
。
奈
良
時
代
に
漢
字
を

．
か
い
た
の
や
、
桐
花
を
っ
け

一

た
琵
は
な
く
、
桃
山
・
江
戸

時
代
の
重
餅
紋
の
冤
が
見
出

せ
な
い
の
は
、
多
の
寒
い
臼



に
蝿
や
蜻
蛉
が
居
な
い
の
こ
同
じ
で
あ
る
。
だ
か
ら
文
機

の
あ
る
琵
が
あ
っ
た
ら
、
宣
れ
を
此
の
表
に
當
て
霰
め
て

み
て
先
づ
第
一
に
略
ぽ
時
代
を
き
め
る
ご
い
、
、
さ
う
す

る
ご
如
何
な
る
初
學
・
者
で
も
・
大
凡
の
こ
こ
ろ
へ
來
る
、
金

的
は
射
抜
け
な
く
ビ
も
大
的
の
面
影
に
は
坐
る
事
講
合
で

あ
る
。

　
然
ら
ば
其
原
邸
ち
標
準
は
如
何
に
し
て
決
め
る
か
、
　
一

々
標
準
に
す
べ
き
琵
に
製
造
の
年
月
日
で
も
刻
み
つ
け
て

な
い
限
り
、
根
本
が
頗
る
あ
や
し
い
事
に
な
る
が
、
夫
れ

は
少
し
も
心
配
す
る
に
當
ら
ぬ
、
嚢
に
も
記
し
た
通
）
、

文
様
は
何
れ
も
決
し
て
突
然
に
出
点
る
遇
の
で
は
な
く
、

大
膿
に
於
い
て
緩
慢
に
愛
化
し
て
い
く
、
其
上
、
琵
の
だ

か
ら
ビ
い
っ
て
特
溺
の
も
の
で
は
な
く
、
何
れ
に
も
共
蓮

で
あ
る
、
だ
か
ら
他
の
確
實
な
も
の
に
比
較
し
て
き
め
る

の
で
あ
る
か
ら
、
多
少
の
誤
b
は
止
む
を
得
澱
が
、
共
原

が
怪
し
い
事
は
な
い
の
で
あ
る
。
夫
れ
を
疑
ふ
な
ら
、
今

日
迄
十
三
回
に
渡
っ
て
悪
言
し
た
こ
ご
は
皆
怪
し
い
も
の

　
　
　
第
十
巻
　
　
研
究
の
票
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

に
な
っ
て
了
ふ
。
時
代
の
約
束
ば
そ
ん
な
不
確
實
な
も
の

で
は
な
い
の
で
あ
る
。

分

類

　
第
七
十
八
圖
に
掲
げ
た
文
機
は
極
く
少
数
で
あ
る
か

ら
、
・
あ
れ
丈
け
の
説
明
で
は
或
は
多
少
了
解
し
に
く
き
黙

も
あ
る
か
も
知
れ
濾
に
よ
り
、
左
に
各
時
代
の
蓮
花
紋
及

び
巴
紋
を
分
類
し
、
例
を
無
げ
て
研
究
に
愚
な
ら
し
め
て

お
く
。
此
れ
は
圃
版
の
説
明
よ
り
前
に
必
要
な
事
で
あ
ら

う
。
脱
漏
む
勿
論
澤
山
あ
ら
う
が
、
片
手
間
の
仕
事
で
は

さ
う
最
初
か
ら
完
全
ご
は
行
き
か
ね
る
、
だ
か
ら
夫
れ
等

は
好
機
を
得
次
第
何
こ
か
す
る
つ
も
り
で
あ
る
Q

　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し

　
飛
鳥
時
代
　
は
殆
ん
ご
蓬
花
紋
に
限
る
こ
い
へ
る
、
其

蓮
花
に
…
軍
辮
ご
複
辮
ご
あ
る
、
軍
辮
ε
は
各
署
が
明
ら
か

に
一
撃
よ
り
成
る
も
の
を
指
し
、
複
辮
ご
は
各
辮
が
其
中

央
を
縦
走
せ
る
線
に
よ
り
て
二
一
分
さ
れ
、
各
野
分
｝
内
に
長

卵
形
の
小
隆
起
を
有
す
る
も
の
を
指
す
の
で
あ
る
。
複
辮

　
　
　
　
　
　
　
轄
耀
ご
號
　
　
　
　
山
型
三
　
（
二
五
五
）



　
　
　
第
十
巷
　
　
　
研
究
の
栞
　
　
鑓
本
宵
建
築
研
鋸
の
栞

は
『
入
重
』
の
意
味
で
は
な
い
事
を
断
っ
て
お
一
（
繊
瓶

ふ
〉

　
　
軍
辮
（
第
七
十
九
圃
）
。

　
一
、
辮
の
遊
離
端
は
鈍
角
を
な
し
其
角
黙
の
小
球
著
明

　
　
な
り
（
飛
鳥
寺
・
奥
山
久
来
寺
）

　
二
、
寓
生
的
。

　
　
ω
な
り
（
配
信
㎡
謙
細
紐
貯
膜
勲
撒
〕

　
　
回
に
し
て
遊
離
端
に
小
球
あ
久
艦
隆
）

三
、
辮
の
遊
離
端
は
内
方
に
『
茨
』
を
形
作
れ
り
（
融
隆
）

　
四
、
凝
の
遊
離
盤
渉
形
（
尉
遡
な
久
灘
讐
）

　
五
、
同
上
に
し
て
圓
形
を
な
せ
る
部
分
は
賂
新
月
形
に

　
　
隆
漣
し
、
子
房
内
に
は
中
心
を
通
過
せ
る
十
字
形
の

　
　
線
あ
り
て
此
れ
を
四
象
限
に
分
ち
、
各
象
限
内
に
一

　
　
個
づ
あ
蓮
實
を
含
む
（
整
寺
）

　
六
、
辮
は
卵
形
叉
は
長
卵
形
に
し
て
、
欝
面
中
央
縦
線

　
　
全
部
隆
起
し
て
先
端
に
達
し
、
辮
間
に
は
一
個
づ
、

　
　
の
珠
紋
を
配
慨
す
（
鞭
浦
寿
爽
出
久
米
寺
）

　
　
　
　
　
　
　
　
鮒
聯
二
目
號
　
　
　
　
山
ハ
四
門
　
（
二
五
山
ハ
）

　
七
、
辮
の
綱
邉
に
輪
廓
…
あ
り
、
遊
離
”
端
は
反
轄
の
駿
を

　
　
示
し
、
且
つ
中
央
縦
線
に
浩
ひ
て
長
卵
形
の
小
隆
起

　
　
あ
り
（
霞
田
寺
・
熊
凝
寺
・
大
和
書
備
寺
）

　
入
、
欝
は
澗
大
に
し
て
其
面
に
怨
多
才
は
類
似
の
文
襟

　
　
を
附
せ
久
触
騰
特
輪
）

右
何
同
れ
’
も
子
屡
脚
小
さ
く
山
ハ
乃
至
九
ツ
十
，
i
並
日
蓮
七
子
1

を
含
む
、
子
房
面
は
李
た
い
の
も
あ
る
が
、
ま
た
圓
く
膨

ん
だ
丁
度
凸
レ
ン
ズ
の
襟
な
形
を
し
た
の
も
あ
る
。
輪
廓

は
多
数
は
巾
狭
一
面
は
無
地
で
あ
る
が
．
時
に
は
三
四
條

の
線
を
刻
し
た
り
、
ま
た
波
紋
を
刻
み
つ
け
た
り
し
た
の

も
め
る
。

　
‘
複
辮
（
郭
彫
＋
）
。

　
一
、
各
壁
面
に
二
個
づ
、
の
小
書
趨
あ
り
。

　
　
ω
綱
縁
に
波
紋
を
附
す
（
髄
特
麟
琶

　
　
切
同
上
に
し
て
岡
縁
の
内
側
に
自
学
帯
あ
り
其
珠

　
　
（

　
　
　
紋
は
極
め
て
小
な
久
蓮
宮
）

　
此
の
種
で
は
子
房
何
れ
も
大
き
く
、
内
に
十
七
乃
至
二



十
五
子
を
含
む
、
鞭
て
辮
は
短
大
で
あ
る
。
輩
辮
の
、
撰

に
子
房
丈
け
膨
ん
だ
の
は
見
嘗
ら
ぬ
が
、
琵
當
全
艘
こ
し

て
中
高
な
の
は
め
る
。
各
舞
は
縦
線
で
明
ら
か
に
左
右
に

二
分
せ
ら
れ
て
る
る
の
こ
、
さ
う
で
な
い
の
こ
あ
る
◎
も

一
つ
周
縁
の
波
紋
は
細
い
線
か
ら
成
っ
て
み
る
の
こ
、
三

角
型
に
志
ま
し
た
の
ビ
あ
る
。

　
あ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

　
奈
良
時
代
前
期
　
に
な
る
ご
、
前
代
ε
反
野
に
複
辮
の

種
類
が
増
し
て
く
る
、
全
騰
ビ
し
て
批
評
す
る
ご
高
邑
は

大
分
拙
く
な
り
、
複
辮
は
漸
く
優
秀
に
な
っ
て
き
た
の
で

あ
る
。

　
　
含
量
（
第
七
†
大
圃
）
。

　
一
、
欝
の
遊
離
端
は
鈍
角
を
な
し
角
黙
に
小
球
あ
り
、

　
　
子
房
特
に
小
な
り
（
榊
臣
Y

　
二
．
寓
生
的
に
し
て

　
　
ω
六
甲
無
難
は
入
磯
羅
．
願
）

　
　
回
難
険
の
内
側
に
波
馨
あ
久
顧
鷺
簸
）

　
　
↓
遊
離
端
は
反
回
の
状
を
示
し
、
若
し
く
は
示
さ

　
　
（

　
　
　
第
十
巻
　
研
究
の
業
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
　
す
、
中
央
縦
線
に
洛
ひ
難
を
有
す
（
蝿
購
轄

　
　
鷹
野
・
下
野
下
榊
虫

　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
塵
寺
・
武
藏
影
向
寺

　
↓
　
各
辮
に
梶
棒
釈
の
二
條
の
小
隆
起
あ
）
、
波
絞

　
く
　
ノ

　
　
幣
あ
り
（
法
隆
寺
）

三
、
細
長
に
し
て
縦
線
に
沿
ひ
て
凹
く
、
辮
二
重
、
八

　
辮
は
前
に
八
雲
は
後
ろ
に
位
遣
し
、
辮
間
に
珠
紋
．
叫

　
個
づ
、
を
配
す
、
子
房
割
合
に
大
に
し
て
膨
み
セ
有

す
（
綴
所
来
詳
、
倶
し
大
和
國
）

四
、
卵
形
に
し
て
輪
廓
あ
り
、
周
縁
ご
の
間
に
珠
紋
帯

　
あ
り
（
禺
所
未
詳
、
侃
し
大
和
國
）

五
、
辮
形
卵
舌
佛
（
司
σ
・
易
ぎ
・
σ
・
恩
の
如
し
（
翻
久
）

　
複
欝
（
第
八
十
ご
圃
）
。

一
、
各
辮
面
に
ご
個
づ
、
の
小
繋
超
あ
り

　
の
　
岡
縁
の
内
側
に
珠
絞
帯
あ
り
て

　
く．

の
周
縁
は
無
地
な
久
轟
欝
山
鱗
3

　
　
②
　
周
縁
に
怨
多
よ
り
脱
化
せ
し
唐
草
あ
る
も
の

　
　
　
（
松
尾
寺
）

　
　
　
　
　
　
　
第
二
、
號
　
　
　
　
六
五
　
（
二
五
七
）



　
　
第
十
巷
　
　
　
研
究
の
業
　
　
　
日
H
本
・
宵
建
築
欝
寵
の
栞

　
　
㈲
周
線
の
斜
面
に
波
紋
あ
グ
（
旧
事
．
嫌
欝
聾

　
　
　
等
）

回
周
縁
の
内
側
に
波
紋
帯
あ
久
舷
隆
）

ω
周
縁
の
内
側
に
珠
知
悉
唐
草
工
賃
あ
り
（
細
諜

　
　
立
大
）
　
　
　
．
∵

　
↓
　
周
縁
こ
の
問
に
何
も
な
く

　
（

　
　
ω
　
周
縁
は
無
地
な
り
（
｝
兀
無
ハ
薫
『
軽
寺
・
河
内
・
大
亭
寺
・
近
江
駒
叛
寺
等
）

　
　
②
周
縁
の
斜
面
に
七
紋
あ
り
（
大
宮
大
寺
）

　
　
伺
周
縁
の
斜
面
に
波
繁
り
（
窟
域
寺
・
岡
寺
・
當
麻
寺
等
）

　　

月
q
房
内
の
饗
に
輪
壌
の
森
糠
鰐
講

　
　
　
報
無
籍
麗
）

　
・
㈲
　
周
縁
の
斜
面
に
一
種
の
文
標
を
並
列
し
、
且

　
　
　
つ
子
房
内
の
蓮
實
に
輪
廓
あ
久
競
）

二
、
蓮
花
辮
に
輪
廓
あ
り
（
藥
師
寺
）

三
、
周
邊
の
斜
面
に
散
模
機
あ
り
、
子
房
内
の
蓮
實
少

　
数
な
り
（
肉
離
綴
喜
郡
三
千
木
村
大
字
江
津
禺
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
の
内
、
軍
辮
の
三
及
び
複
欝
一
の
二
の
㈲
の
諸
例
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
禦
げ
二
號
・
　
　
山
ハ
六
　
（
二
玉
入
）

で
石
川
寺
・
弘
難
物
東
塔
・
檜
隈
寺
の
等
ば
、
辮
に
カ
が
籠

り
形
も
よ
く
頗
る
優
秀
⑳
作
で
あ
る
。

　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
奈
良
時
代
後
期
　
で
は
扇
面
複
辮
共
、
前
期
の
如
く
相

並
び
て
存
し
て
み
る
が
，
前
者
は
最
早
下
り
坂
こ
な
り
、

後
者
は
極
端
の
登
逮
を
途
げ
た
が
、
末
期
に
な
る
ご
…
軍
辮

同
様
の
運
命
に
略
っ
て
了
つ
元
。

　
　
軍
辮
（
第
入
十
三
）
。

　
一
、
辮
形
杏
仁
（
諮
に
鰍
鵜
轡
鱗
粉
艦
石
刷
礪
好
淋
汎
剛
疾
沁
鵬
蜘

　
　
痴
）
の
如
一

　
　
ω
　
周
緑
こ
の
間
に
何
も
な
し
（
蓮
江
國
分
寺
・
岩
代
郡
山
出
土
）

　
　
㈲
周
縁
あ
問
に
珠
馨
あ
り
（
癖
鰭
毎
及
）

　
　
ω
里
に
し
て
周
緑
の
斜
面
に
波
紋
あ
久
砕
繋

　
　
　
鞭
）

　
　
回
同
上
に
し
て
唐
草
あ
り
（
額
安
）

　
こ
、
欝
は
密
接
し
其
遊
離
端
斎
く
厚
く
、
辮
面
の
隆
起

　
　
大
き
く
辮
間
の
線
著
し
（
露
下
立
．
）

　
三
、
六
二
に
し
て
辮
に
廣
狡
な
く
毒
言
に
一
つ
づ
、
の
、



　
珠
紋
を
置
き
、
子
房
は
少
し
く
大
な
る
一
個
の
無
紋

に
て
現
は
し
。
羅
に
三
極
の
同
心
圓
を
描
人
蒲

耀）
四
、
子
房
割
合
に
小
さ
く
欝
は
細
長
に
し
て
菊
花
i

　
（
或
は
寧
ろ
菊
科
植
物
ご
い
ふ
方
が
炉
、
か
も
知
れ

漁
）
1
の
如
し
（
灘
轄
二
種
．
）

五
、
子
房
割
合
に
大
き
く
從
て
辮
は
長
か
ら
ざ
る
も
前

種
同
様
菊
科
植
物
の
花
の
如
し
（
大
安
善
・
法
花
寺
・
第
城
宮
等
）

六
、
辮
は
細
長
な
る
も
巾
に
首
落
の
差
少
な
く
、
其
遊

　
離
物
内
方
に
茨
を
作
う
（
郎
ち
反
掌
の
意
な
示
し
）
、
金
上
の
隆
起

　
は
輪
廓
の
み
著
し
く
、
周
縁
上
及
子
房
内
に
は
小
馬

絞
を
疎
に
棄
せ
り
（
耕
瓠
逢
鹿
瀬
寺
）

複
辮
（
第
八
十
二
圖
）
。

一
。
周
緑
の
内
側
に
珠
紋
帯
あ
る
も

ω
周
縁
は
無
地
な
追
想
欝
離
籍
）

ω
周
縁
斜
面
に
波
紋
あ
久
麟
糠
麟
猷
篶
鰍
）

二
、
周
緑
の
内
側
に
唐
草
絞
幣
あ
り
、
珠
絞
帯
な
し

　
　
第
十
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
～
本
古
建
築
研
究
の
栞
・

　　

ﾆ
黒
は
鑑
な
轟
璽

　
　
回
周
縁
の
斜
面
に
波
紋
あ
ゑ
醐
繰
構
）

　
　
㈲
周
線
の
斜
面
に
散
し
模
襟
あ
り
（
由
城
綴
喜
郡
三
由
木
村
出
土
）

　
　
↓
　
周
縁
の
上
及
び
其
の
斜
面
に
散
し
模
機
あ
り

　
　
（

　
　
　
（
胴
Y

　
三
、
蓮
花
冠
ご
周
縁
こ
の
間
に
二
重
の
宇
圓
ご
珠
紋
ご

　
　
を
交
互
に
現
は
せ
る
一
帯
あ
）
、
周
縁
は
巾
狡
く
し

　
　
て
無
地
（
蟄
前
慶
彌
勒
寺
）

　
複
辮
の
方
は
分
類
を
す
る
ご
先
づ
此
の
位
で
、
從
て
数

も
さ
う
澤
山
な
い
様
な
威
が
す
る
が
、
其
實
當
代
の
は
前

後
期
丑
ハ
…
随
分
澤
山
あ
る
。
例
へ
ば
瀧
花
欝
が
大
き
か
っ
た

り
小
さ
か
っ
た
り
，
輪
廓
が
あ
っ
た
り
無
か
っ
た
）
、
其

あ
る
場
合
に
一
重
で
あ
っ
た
り
二
重
で
あ
っ
た
り
、
辮
上

隆
超
の
形
に
よ
り
て
一
二
見
た
こ
こ
ろ
が
鍵
る
等
、
事
實

無
数
ご
言
へ
る
の
で
あ
る
。
當
代
賓
相
斜
交
様
に
は
非
常

に
熱
涙
な
の
が
あ
・
（
備
申
吉
備
寺
）
’
　
　
、

　
ヘ
　
　
へ
　
　
う
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
め

　
李
安
時
代
前
期
　
に
入
る
ご
漸
々
堕
落
の
傾
向
が
ひ
ざ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
六
七
　
（
二
五
九
）
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第
四
十
…
巻
、
　
研
究
の
栞
“
　
嚴
本
古
建
築
研
究
の
栞
・

く
な
っ
て
來
る
が
、
ま
つ
當
期
は
前
代
の
惰
力
で
ま
だ
中

々
上
等
の
が
あ
る
。

　
　
軍
蟹
越
、

　
一
、
墨
形
杏
仁
の
如
く
し
て
掌
紋
帯
あ
り
、
嗣
繰
無
地

　
．
（
河
内
二
の
宮
淋
阯
）

　
二
、
辮
ぽ
卵
形
に
し
て
辮
上
及
び
串
間
の
隆
超
梶
棒
状

　
　
を
な
す
、
珠
紋
帯
な
し
（
右
同
所
出
土
）

　
三
、
子
房
特
に
小
さ
く
辮
は
細
長
に
し
て
菊
科
植
物
の

　
花
の
如
し
、
珠
絞
糞
滴
縁
無
地
（
懸
蟻
寺
）

四
、
多
聞
に
し
て
菊
花
の
如
や
珠
紋
精
あ
り
、
周
縁
無

　
　
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
ω
子
房
内
に
七
子
を
含
む
（
欝
按
）

　
回
子
房
内
に
一
種
の
文
機
あ
久
欝
安
）

五
、
子
房
は
騨
隆
超
し
（
内
に
文
掌
の
如
き
も
の
た
認
る
も
薫
蒸
撮
し
て
明
ら
か
な
ら
す
）
．

　．

ｴ
周
團
帥
ち
辮
こ
の
聞
に
珠
紋
帯
あ
り
て
雄
蘂
を
現

　
・
は
せ
る
も
の
、
如
ノ
＼
樹
形
ま
だ
特
殊
な
り
、
周
緑

．
に
も
珠
繁
あ
り
（
傳
鵬
津
四
天
王
寺
出
土
．
）
、

　
　
　
　
　
　
翰
躍
二
糖
岬
　
　
　
七
）
轡
　
（
二
六
四
）

　
複
欝
（
第
入
十
こ
麟
）
。

一
、
四
辮
に
し
て
其
外
側
に
珠
紋
帯
あ
り

ω
毒
内
に
五
子
を
含
み
、
周
難
地
（
懸
購
）

向
子
房
は
た
薗
唾
起
せ
る
の
み
、
周
緑
の
斜

　
　
面
に
波
紋
あ
り
（
興
颪
寺
）

二
、
．
五
感
に
し
て

ω
周
緑
髪
狡
三
線
を
園
ら
せ
り
（
長
岳
寺
五
智
堂
）

ω
周
縁
巾
摩
波
線
あ
り
、
波
線
の
外
に
練
を

　
　
巡
ら
せ
う

　
　
の
波
線
の
間
妄
宇
な
し
（
傭
木
）

　
　
②
　
波
線
の
間
に
『
大
工
和
仁
部
云
云
』
の
文
字

　
　
　
あ
り
（
黒
餅
）
　
，

三
、
多
辮
に
し
て
簡
、
珠
紋
帯
あ
り
周
縁
無
地
（
亭
安
営
）

四
、
　
珠
赫
杁
帯
・
の
り
周
甜
豚
蕪
恥
地
、
エ
」
玉
繭
内
に
山
ハ
密
訊
を
含
み

中
央
に
棄
」
宇
を
現
は
せ
久
購
）

五
、
子
房
の
周
圃
に
一
線
を
巡
ら
し
て
雄
蘂
を
現
は
し

ω
珠
絞
帯
あ
り
周
縁
無
契
舗
國
）



　
　
ア

　
　
梅
凸
、
珠
紋
帯
を
難
き
局
縁
『
の
内
側
に
、
一
線
を
、
巡
ち
す

　
　
（

　
　
　
（
肥
後
國
分
寺
）

　
六
、
、
、
痢
縁
の
内
側
に
珠
晶
帯
あ
る
も
、
周
縁
は
無
地
に

　
　
し
て
急
撃
菅
の
間
量
に
森
を
巡
ら
す
（
讐
膿

　
　
遜

　
當
期
複
欝
の
例
に
四
辮
・
五
聖
等
の
あ
る
の
は
珍
ら
し
’

い
事
で
ビ
未
だ
嘗
て
な
か
つ
π
の
で
あ
る
。

　
も
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
　
へ

　
李
安
時
代
後
期
　
で
は
癒
花
紋
に
は
い
、
の
も
あ
る
け

れ
ざ
も
先
づ
拙
い
方
が
多
《
，
愚
論
代
り
出
來
穴
て
め
せ
い
［

か
巴
紋
に
上
等
の
が
あ
る
、
ま
た
賓
相
花
紋
に
も
い
、
～
の

が
あ
り
、
中
．
北
は
瀧
花
紋
軽
し
て
も
卿
相
花
絞
ゼ
み
て
も

ざ
つ
ち
で
為
差
支
な
い
機
な
の
も
あ
る
、
だ
か
ら
つ
い
漣

も
寳
相
花
も
菊
戴
原
は
」
づ
だ
諾
い
つ
て
み
度
《
璽
る
¢

で
あ
る
。

　
　
軍
辮
（
第
八
十
、
第
入
十
一
圃
・
）
。

　
一
、
四
辮
に
も
℃
砥
黒
帯
あ
う
、
F
　
　
、
ジ
噛
、

　
　
ω
辮
厘
装
飾
な
x
中
央
ρ
縦
線
著
し
（
鷲
）
㌦
ご

　
　
　
第
ナ
墾
　
　
薪
舞
の
挙
　
　
観
雄
古
建
築
研
究
の
粟
、

・
向
欝
に
三
葉
犠
を
馨
印
せ
久
繍
鯖
懲

、
こ
、
五
辮
に
し
て
辮
形
甚
だ
粗

　
ω
子
房
内
に
五
子
を
含
む
（
麟
瓠
髄
）

　
回
序
論
は
重
圓
絞
よ
り
成
る
（
胴
）

一
『
各
辮
は
三
重
に
切
込
み
あ
り
て
美
麗
に
「
装
飾
せ
ら

　
れ
、
子
房
内
に
は
左
転
め
の
巴
絞
を
附
す
（
構
蜥
棚
糠

　
齢
忍
足
）
（
京
都
六
勝
寺
禺
土
品
為
小
川
白
揚
戸
著
『
廉
潔
讃
辱
に
載
す
）

四
、
v
辮
は
輩
純
に
し
て
二
選
六
・
入
・
多
’
　
　
　
　
　
冴

　
の
　
珠
紋
帯
准
敏
き
周
縁
無
地

　
（

　
　
μ
渥
子
陣
内
に
聾
を
含
む
（
難
蝶
鷲
遜

　
　
②
　
子
房
内
に
顔
面
を
附
せ
り
（
下
野
免
鳥
鷹
聯
）
．

　
切
珠
受
配
あ
わ
七
並
無
地

　
（

　
　
ω
子
房
内
莚
實
を
含
む
（
瀦
薙
勲
瀞
V

　
　
　
　
分
類
の
上
か
ら
は
此
れ
に
凝
す
る
が
、
山
城

　
　
　
　
太
秦
寺
田
土
の
も
の
は
記
数
最
多
な
る
べ
く

　
　
　
　
、
二
十
九
あ
る
、
だ
か
ら
各
辮
は
巾
狡
く
雨
端

　
　
　
　
」
尖
り
、
　
一
見
瀧
ご
轄
見
え
ぬ
事
、
．
恰
も
醍
醐

　
　
　
　
　
　
　
筑
π
二
號
　
　
　
　
老
＝
二
「
（
二
六
五
）



　
　
第
十
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
　
　
　
寺
五
重
塔
内
初
重
入
ロ
の
上
方
に
つ
け
て
あ

　
　
　
　
る
散
し
模
様
の
内
、
中
央
の
四
つ
が
蓮
花
で

　
　
　
　
あ
る
の
に
、
便
化
が
劇
し
い
の
で
菊
花
の
如

　
　
　
　
尭
ゆ
る
の
高
じ
で
あ
る
（
第
入
十
圏
左
下
滲
照
）

　
　
②
　
子
房
内
に
十
字
形
を
印
す
．
辮
は
二
十
二

　
　
　
（
三
六
）

　
　
㈲
　
子
房
内
に
文
字
－
「
左
」
L
一
を
陽
刻
す
。

　
　
　
『
文
様
集
成
』
に
は
此
れ
を
田
部
宮
琵
ご
し
、
小

　
　
　
川
白
楊
氏
薯
『
腰
縄
譜
』
に
は
左
寺
充
こ
し
て
あ

　
　
　
る
。

　
　
㈹
　
各
辮
内
及
び
子
房
内
に
梵
字
を
陽
刻
す
i

　
　
　
密
儀
界
曼
茶
羅
の
中
皿
八
葉
院
を
現
は
せ
し
も

　
　
　
の
（
営
麻
寺
）

五
、
八
三
な
る
も
四
は
前
に
四
は
後
に
在
り
、
辮
の
遊

　
離
端
に
V
字
形
の
刻
ご
縦
に
凹
線
あ
り
、
周
縁
無
地
、

内
側
に
守
秘
線
を
巡
ら
す
（
法
隆
寺
爾
大
門
・
山
急
調
寺
杜
韓
土
）

六
噛
欝
形
蒔
殊
に
む
て
潮
大
、
遊
離
端
は
内
方
に
茨
を

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
七
四
　
（
ご
山
ハ
六
）

　
　
作
り
て
反
蒋
の
意
を
示
し
、
周
縁
無
地
に
し
て
珠
絞

　
　
帯
な
し

　
　
の
子
房
ご
辮
こ
の
間
に
雄
蘂
を
現
は
す

　
　
（

　
　
　
σ
り
辮
は
陽
刻
せ
ら
れ
多
数
の
雄
蘂
あ
り
（
京
都
六
勝
寺
）

　
　
　
②
　
辮
は
陰
刻
せ
ら
れ
、
雄
蘂
は
入
本
に
し
て
其

　
　
　
　
位
置
辮
の
中
心
線
に
一
致
す
（
同
上
）

　
　
回
子
房
轟
あ
間
に
雄
蘂
な
し
（
同
上
）

　
七
、
入
辮
に
し
て
珠
絞
帯
あ
り
、
周
縁
に
麿
草
文
機
を

　
　
陽
泌
す
（
鯨
鯉
賀
）

　
入
、
入
辮
に
し
て
末
端
角
形
を
な
す
事
子
房
の
周
園
に
、

　
　
八
個
の
剣
頭
絞
を
排
列
せ
し
が
如
し
（
難
購
塒
臨
）

　
九
、
泣
面
に
更
に
花
模
機
を
置
け
る
を
以
て
辮
は
最
も

　
　
美
な
り
、
子
房
の
二
選
に
雄
蘂
を
現
は
し
、
周
縁
無

　
　
地
（
酷
磐
懸
）

右
の
他
漣
花
ε
し
て
も
盛
相
花
こ
し
て
も
い
、
の
が
あ
る

が
、
今
は
後
者
ご
し
て
取
扱
ふ
か
ら
こ
、
に
は
省
い
て
お

く
ゆ



複
、
辮
（
第
八
十
二
圃
）
。

一
、
辮
は
繊
麗
に
過
ぎ
手
法
墨
継
、
総
絞
帯
あ
り
周
繰

　
無
地
（
燃
購
㌫
糊
塒
聯
騒
Y

二
、
子
房
内
の
逮
實
に
輪
廓
あ
る
事
奈
良
時
代
前
期
の
．

　
如
し
、
子
房
の
周
國
に
短
き
雄
蘂
あ
り
、
珠
絞
帯
あ

　
り
周
繰
無
地
（
京
鄙
聚
樂
廻
附
近
）

三
、
子
房
の
形
特
殊
に
し
て
外
罷
線
の
集
合
の
如
く
、

　
周
團
に
雄
蘂
あ
り

ω
周
縁
無
地
（
単
安
宮
）

　
の
　
周
縁
寸
心
く
外
に
輪
廓
を
ご
り
、
周
緑
上
に
珠

　
（

　
　
紋
を
配
置
せ
り
（
啓
招
提
寺
・
鳳
鳳
堂
附
近
・
山
ハ
勝
寺
・
亭
二
宮
）

四
、
周
縁
無
地
に
し
て
其
内
方
に
珠
紋
ご
斜
十
字
ご
を

交
互
に
現
し

　
の
　
欝
は
密
接
し
、
其
上
に
細
線
を
以
て
辮
の
隆
起

　
（

　
　
を
示
せ
り
（
鳳
鳳
堂
附
近
）

　
司
　
子
房
は
周
邊
に
珠
絞
を
二
五
、
・
其
内
に
右
画
き

（
　
　
　
二
つ
巴
を
配
せ
久
世
畷
）

　
q
第
十
、
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
六
辮
の
は
奈
良
時
代
に
も
あ
っ
た
が
、
断
辮
五
辮
等
は

盛
代
に
限
る
機
で
あ
る
。

　
も
　
　
ヘ
　
へ
　
　
も

　
鎌
倉
時
代
　
に
な
る
ご
子
房
内
に
瀧
實
あ
る
も
の
少
な

く
、
多
く
は
文
字
を
記
さ
れ
る
機
に
な
つ
だ
、
そ
し
て
愈

々
辮
の
形
も
ま
つ
く
な
っ
て
來
た
ご
反
欝
に
、
巴
紋
は
盆

々
隆
盛
に
趣
き
、
墓
股
ご
同
じ
機
に
常
代
に
於
い
て
美
事

の
登
蓬
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
蓮
花
紋
の
子
房
が
退
化
し

て
小
圓
形
の
隆
起
ビ
な
う
、
十
六
の
軍
辮
を
有
し
た
の
も

當
代
に
出
來
た
、
最
も
甚
だ
し
い
の
は
子
房
が
な
い
、
一

（
こ
い
っ
て
も
い
、
機
な
）
t
の
も
あ
っ
た
。

　
　
談
叢
（
第
ぺ
腰
桶
圃
）
。

　
一
、
子
房
内
に
蓮
實
を
含
み
辮
は
輪
廓
の
線
よ
り
成
り

　
　
弓
形
ま
た
美
な
ら
す
（
鯨
螂
髄
馨
）

　
二
、
子
房
内
に
文
字
あ
り

　
　
ω
珠
紋
帯
あ
り
眼
下
無
地
（
法
隆
寺
）

　
　
夏
風
辮
間
に
福
づ
あ
三
珠
紋
あ
り
（
京
都
西
寺
）

　
三
、
辮
は
内
下
線
の
集
合
の
如
く
、
内
塵
に
丈
字
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
．
第
二
鼎
釧
　
　
　
・
七
一
血
　
（
二
六
七
）



　
　
　
第
…
十
雀
」
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
舞
の
栞

　
　
（
蕩
ソ
↑
文
田
「
御
室
」
．
、

　
四
顧
子
房
退
化
し
て
小
織
こ
な
り
、
十
六
辮
に
し
て
珠

　
　
紋
帯
あ
り
、
周
縁
無
風
藁
筆
肇
郡
）

　
　
　
・
此
れ
即
ち
菊
花
絞
で
あ
る
、
大
概
の
菊
花
紋
に
は

　
　
　
、
珠
絞
帯
が
な
い
の
は
新
し
い
か
ら
ご
思
ふ
。
こ
れ

　
　
　
は
此
の
種
の
例
で
は
恐
ら
く
最
も
古
い
の
で
は
あ

　
　
　
る
ま
い
か
。
露
点
か
ら
菊
花
へ
の
墾
化
が
よ
く
鋼

　
　
　
る
面
云
い
例
で
あ
る
（
第
七
十
入
羅
第
玉
段
左
よ
り
三
）

　
　
複
辮
（
郭
醐
＋
》
．
、
『

　
剛
、
子
房
著
し
く
登
達
し
、
從
て
蓮
實
も
大
き
く
其
西

と
葦
あ
り
（
離
室
長

こ
、
手
房
言
及
蓬
花
紋
の
周
園
蔓
宇
あ
り
（
東
大
寺
優
麗
院
）

三
、
、
子
房
内
語
宇
あ
り
（
全
身
響
黙
獲
船
欝
鋼
Y

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
室
町
時
代
　
は
巴
全
盛
1
一
（
優
良
こ
い
ふ
意
昧
で
は

な
く
最
も
流
行
し
た
ご
い
ふ
つ
も
り
）
一
で
あ
っ
て
、

蓮
は
駄
臼
に
な
つ
、
て
了
つ
た
の
み
な
ら
す
、
殆
ん
ざ
用
ひ

ら
れ
な
か
っ
旋
の
伽
、
實
例
も
手
元
に
な
く
暴
げ
る
事
が

　
　
　
　
　
　
　
　
錦
二
黒
　
　
　
七
六
　
（
二
六
λ
〉

出
來
ぬ
、
回
れ
な
ら
菊
花
の
例
で
も
あ
れ
ば
「
い
》
が
、
疏

屍
に
は
生
黄
菊
も
な
い
、
だ
か
ら
残
念
だ
が
當
代
の
は
ぬ

い
て
お
く
事
に
す
る
。

　
ヘ
　
へ
　
ヘ
　
へ

　
桃
山
時
代

　
　
孟
春
（
第
八
十
一
圓
）
。
、

　
一
、
子
房
退
化
し
て
小
さ
く
實
を
含
ま
す

　
　
わ
細
長
な
る
難
癖
あ
り

　
　
く

　
　
め
周
縁
な
し
（
由
城
伏
見
鍼
）

　
　
．
②
周
緑
無
地
（
京
都
阿
彌
駝
峰
）

　
　
㈲
十
六
欝
に
し
て
周
縁
な
し
（
鯨
榔
欄
）

　
　
ω
八
撫
し
て
周
縁
無
地
（
由
城
伏
見
誠
）

・
右
は
何
れ
も
菊
花
紋
で
あ
る
が
、
蓮
も
菊
も
同
じ
だ
か

ら
こ
、
に
記
し
た
の
で
あ
る
◎
菊
花
絞
に
複
辮
は
な
い
、

託
ち
蓮
花
紋
は
退
化
し
て
菊
花
紋
に
な
る
鷲
同
時
に
何
れ

も
軍
欝
に
な
っ
て
託
つ
た
こ
言
へ
る
の
で
あ
る
。

　
も
　
ヘ
　
へ
　
ぬ

．
罵
言
時
代

　
．
輩
辮
．



、
一
、
子
房
退
化
し
て
小
さ
く
實
を
含
ま
か

　
　
紛
入
欝
に
し
て

　
　
（

　
　
　
ω
周
縁
な
し
（
紀
伊
和
歌
肉
城
）

　
　
　
②
周
緑
無
地
（
由
城
守
溝
水
八
幡
営
・
同
西
芳
寺
等
）

　
　
回
聖
二
轡
し
て
周
縁
な
し
（
灘
懇

　
　
↓
十
六
欝
に
し
て

　
　
（

　
　
　
ω
爆
な
し
（
河
内
二
方
町
附
近
）
．

　
　
　
②
　
局
縁
無
地
（
大
和
圓
城
寺
附
近
向
漱
弘
寺
）

　
　
同
＋
入
辮
に
し
て
汗
雫
無
地
（
識
3

　
二
、
子
房
退
化
し
て
小
さ
く
、
中
心
に
一
小
黙
あ
り

　
　
（
由
比
石
清
水
入
幡
宮
）

　
以
上
も
前
代
ご
同
じ
く
何
れ
も
菊
花
紋
で
、
其
上
軍
辮

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
み
で
あ
る
。
殊
に
ロ
の
ω
の
如
き
は
純
然
だ
る
窩
生
的

　
　
　
　
　
　
　
　
（

の
菊
花
に
な
っ
て
み
る
。
、
こ
の
は
一
の
イ
の
侶
ご
同
じ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

の
で
あ
る
が
、
た
や
子
房
の
中
央
に
一
小
髭
が
あ
る
丈
け

め
差
で
あ
る
、
此
の
小
説
は
指
話
時
代
に
、
澤
山
に
あ
っ
π

蓮
實
の
内
、
中
央
の
一
つ
が
残
っ
た
も
の
で
、
回
れ
も
た

　
　
　
第
十
谷
　
　
研
魂
の
豪
　
、
冠
本
古
建
築
研
究
の
票

や
無
意
昧
に
残
づ
だ
も
の
で
、
瀧
實
の
痕
跡
（
夘
二
き
蓉
暮
）

で
あ
る
。

　
　
　
　
爵
　
　
　
．
　
　
　
築
　
　
　
　
　
　
　
曇
　
　
　
　
　
　
　
契
、

　
明
治
に
な
っ
て
は
…
最
早
蓮
花
紋
は
殆
ん
ざ
な
い
。
海
龍

王
寺
講
堂
の
は
、
入
管
の
右
四
欝
が
前
に
出
て
み
る
が
、

其
前
へ
出
　
た
辮
面
に
，
「
，
海
龍
王
寺
」
の
四
字
を
一
つ
づ
、

書
や
て
る
る
。
此
れ
は
江
戸
か
明
治
が
下
か
ら
み
た
w
け

で
は
よ
く
鋼
ら
ぬ
が
、
い
や
に
新
し
く
見
え
る
か
ら
多
分

明
治
で
あ
ら
う
、
江
戸
ご
し
て
も
極
く
終
り
な
こ
ご
は
確

か
だ
か
ら
、
ま
あ
明
治
ご
し
て
も
い
、
の
で
あ
る
。

　
併
し
確
か
に
明
治
の
は
法
隆
寺
塔
頭
の
一
の
塀
に
並
ん

で
ゐ
ざ
の
で
、
即
ち
西
春
の
方
か
ら
東
院
へ
向
っ
て
行
く

ご
看
手
の
端
の
善
南
院
の
が
疑
れ
で
あ
る
。
痙
花
紋
も
拙

だ
し
、
子
房
の
中
に
「
法
皇
敢
歯
し
ご
か
い
て
あ
る
が
、
・

た
や
か
う
い
ふ
の
が
あ
る
こ
い
ふ
丈
け
で
｝
．
何
れ
の
鮎
か

ら
見
て
も
愚
心
の
出
勤
澱
も
の
で
あ
る
。

第
二
盤

七
二
　
塩
鱒
山
ハ
九
）


